






≪ファンドマネージャーのコメント≫ ※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

※ミレーアセット・グローバル・インベストメンツ（米国）エルエルシーのコメントを基に大和アセットマネジメントが作成したものです。

【市場動向】
世界の株式市場は、前月末比で下落
9月の海外株式市場は下落しました。米国や中国における経済指標の軟化による景気ピークアウト懸念に加

え、ECB（欧州中央銀行）によるPEPP（新型コロナウイルス対応の緊急資産購入プログラム）減額への懸念な
どにより、上旬から軟調に推移しました。中旬以降も、中国の恒大集団の資金繰り問題や、米国の債務上限問
題、米金利上昇に対する警戒感など複数のリスク要因が嫌気され、株価は軟調に推移しました。

【ファンドの運用状況】
月間の動き
「為替ヘッジあり」
9月は、保有する株式が下落したことなどから、基準価額は前月末比で下落しました。

「為替ヘッジなし」
9月は、米ドルが対円で上昇したことがプラス要因でしたが、保有する株式が下落したことなどから、基準

価額は前月末比で下落しました。

運用のポイント
9月は、引き続き新興国の消費拡大から恩恵を受ける欧米企業を中心としたポートフォリオを維持しました。

個別銘柄では、業績改善期待が高まった米国のインターネットメディア関連銘柄が上昇したことが、プラス要
因となりました。一方で、コロナ禍による供給網の混乱を受けて米国のアパレル関連銘柄が下落したことが、
マイナス要因となりました。

【今後の展望・運用方針】
今後の展望
株式市場は、世界経済の回復や企業業績の改善を背景に堅調な値動きを想定しています。一方で、中国当局

による各種産業に対する規制強化はリスク材料と考えており、当局の動向に注視しています。

運用方針
当ファンドでは、新興国において売上成長が期待される銘柄の中から、同業他社比で競争力があり、利益成

長性が相対的に高い銘柄や、安定したキャッシュフロー成長が見込める銘柄などに投資してまいります。地域
別では、強固なブランド力などを有する米国や欧州などの先進国企業中心のポートフォリオを維持する予定で
す。新興国の銘柄に関しては、人口の増加、消費の拡大などがプラスに寄与する銘柄などを限定的に組み入れ
てまいります。
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